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エ グ ゼ ク テ ィ ブ サ マ リ ー
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２

３

2025年12月期2Q エグゼクティブサマリー

ARRはテストサービスの完了による影響を除き、堅調に推移

将来の事業展開を見据えた提携・知財関連の強化

¸ ⱳ ІЫ˔ЕЮ˔Ќ˔τḩβϥГІЕЂ˔РІΥỸ ϤϬὝΠʺⱳχТϴ˔Їϒρӱ“ΰθθϛʺ
άϦτ Ξзϸ˔зрϽ Υᾚ βϥϜʺάχֲốϬ Ϊω ṍ ˴11.4̋χ

¸ 2025 12Ὦṍᴞṍχ ΰΪЂ˔РІ τΰΪθ Ϭ τם “

¸ NILMṪ ̞τḩβϥ⁯∑ ṛᶊΥ “ήϦʺ Ṫזּ χϽк˔Ниσ ᵫτΰΪθ τ

̞No n - I n t rus i ve  Lo ad  M o n i t o r i ng ʺṐṀ Ṫ

2Q累計赤字は想定路線だが、大口顧客の調整分の計上可否はなおも未定

¸ 2◌ ṍ ὓṍḧχὊ Ⱬψʺ 4◌ ṍτ Υ׃ βϥṍ ὓᵊτ ΰθ ιΥʺ ᵫ
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¸ ᴞṍτΣΪϥ ῢ᾽ẁχ ΥΜϘι σθϛʺйрЅἹ꜠χ2025 12Ὦṍ ṍỘ ψ Π
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2 0 2 5 年 1 2 月 期 2 Q ト ピ ッ ク ス

2025年12月期 2Q主要トピックス

法人向けサービス提供開始に向けた整備を進行
電力使用量の可視化/省力化の需要が高い法人顧客に対し、2つのサービスを展開

2. 電力監視＆節電支援IoTサービス  

1. エネマネ診断レポート

▶ 電力センサーを設置し、そのデータを活用

▶ リアルタイムに電力データを分析しながら電気代削減、節

電に係る情報をわかりやすく提供

▶ フォーバルグループとのアライアンスを中心に小規模オ

フィスや飲食店等に展開

▶ 現行スマートメーターの30分単位の電力データを活用

▶ 一定期間のデータを基に消費の主な成分を分析し、どこに

無駄があるかを視覚化

▶ 加えて削減ポイントを「顧客ごと」に具体的に示唆

▶ 小売電気事業者とのアライアンスを中心に法人に広く展開

「 事 前 通 知 」 を 起 点 と し た

計 画 的 な 削 減 活 動

「 即 時 通 知 」 を 起 点 と し た

起 動 的 な 削 減 活 動
店 員 ・ 従 業 員 も

電 力 管 理 ・ 削 減 活 動 の 当 事 者 に

いつ、何をやるべきかを分かりやすく伝える

分 析 結 果を直感的に把握 削 減 ポ イントを 定量的に把握

電 力 需 要 デ ー タ

（ 3 0 分 値 、 1 年 分 ）

＋ 需 要 家 情 報

いまやるべきを確実に伝える
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¸NILM技術を分類、評価する基準が世の中に存在せず、各

社の技術がどのようなデータの取得を必要とするのか、ま

た、どういった用途に使える技術なのかを判断しづらい

2 0 2 5 年 1 2 月 期 2 Q ト ピ ッ ク ス

2025年12月期 2Q主要トピックス

¸データ取得に必要なデバイスやデータの粒度に基づいてク

ラスを分類

¸当社技術はスマートメーターのハードウェア性能でNILM

を実現することに最適なクラスであり、この規格と日本国

内での実績を基に、各国の電力会社へアピールしていく

標準化発行後

標準化発行以前

簡 易
（ ス マ ー ト メ ー タ ー の 3 0 分 値 ）

セ ン サ ー と の 一 体 型

ˢ ꜛЈрЂ˔︡ ˣ

C社（アメリカ）

Ｄ            社（オランダ）

グ ロ ー バ ル 競 合

技 術 比 較 マ ッ プ

セ ン サ ー 取 付 な し で 次 世 代 ス マ ー ト メ ー タ ー か ら
高 精 細 な デ ー タ を 取 得 で き る 最 適 技 術

高 精 細

N I L M

スマート

メーター

世 界 唯 一 の 技 術 ポ ジ シ ョ ニ ン グ

高 精 細
（ 1 秒 以 下 の 詳 細 情 報 ）

ソ フ ト ウ ェ ア の み

ˢᾝ“ІЫ˔ЕЮ˔Ќ˔χ 3 0 ˣ

A社（ベルギー）

B社（アメリカ）

NILM技術に関する国際標準規格が発行

当社のデータ形式による分析方式が、現在存在するNILMの手法の中で、スマートメーターへの組込を

コストアップなく実現する、現時点における最適技術であることを国際標準規格により明確化
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2024/12ṍ2Q 2025/12ṍ2Q ṍ

‰ 470 251 ▲46.6％

׃ 285 133 ▲53.2％

ẉόԁ Ḛ 296 407 +37.4％
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Ὂ ׃ 35 ▲218 -

ṍ ׃ 37 ▲219 -

ˢ ӡʿ ˣד

1 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期 決 算 概 況  ｜  第 ２ 四 半 期 P / L

¸ 売上高は前年同期比46.6％減、大口顧客の調整継続による「アップフロント」領域売上の減少が大きく影響

¸ 「プラットフォーム・アプリ提供」領域は次世代スマートメーターに関するテストサービスが区切りを迎え、一時的に ARRが低下

¸ 「その他」領域は、受託開発にタイミングのずれが発生、引き続き受託開発が集中する 4Qに向け活動中

¸ 販管費は前年同期比37.4%増、人件費や減価償却費、研究開発費などにより増加。今後の成長に向け、人員拡大及び研究開発は継
続的に実施

2025年12月期2Q業績はおおむね想定路線
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アップフロント

引き続き大口顧客の業務プロセスの見直し及び電力センサーの新規設置に

関する調整の完了待ちにより、電力センサーの出荷が減少。

1 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期 決 算 概 況  ｜  当 社 事 業 の 収 益 構 造

アップフロント売上は大幅に減収した一方で、

中長期的な収益成長ドライバーであるプラットフォーム・アプリは底堅く推移

120,052

840

164,560

164,212

185,515

86,220

2024 12Ὦṍ2Q 2025 12Ὦṍ2Q

ζχ

ФжАЕТ϶˔ЭʾϯФз ằ

ϯАФТкрЕ

プラットフォーム・アプリ提供

その他

受託開発業務が下期（4Q）に集中するという当初計画の想定通り、2Q時点

の売上は前年同期比53.5%減。下期については、次世代スマートメーターの

応用サービスの開発納期に調整の可能性があるものの、送配電事業者におけ

る次世代スマートメーターの導入計画自体は遅れなし。

大口顧客向けのアプリが新規設置調整により影響を受け、また次世代スマー

トメーターのテストサービスが完了した中、住宅設備向けやデマンドレスポ

ンス（DR）、NILM Liteが底堅く推移したことで、前年同期比横ばい。

ˢ ӡʿ ˣד

‰ ӱˢ ӽ ˣ
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1 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期 決 算 概 況  ｜  A R R 四 半 期 推 移

ARRは一時的な縮小傾向も、

次世代スマートメーターで新たな成長ステージへ

ІЫ˔ЕʾзРрϽЂ˔РІˢІЌрЍ˔ЖЂ˔РІˣ ІЫ˔ЕʾзРрϽЂ˔РІˢжϱЕЂ˔РІˣ ϵКиϻ˔ʾЫКЅЮрЕЂ˔РІ

¸ 次世代スマートメーターに関するテストサービスが区切りを迎え、次のフェーズへと移行したため、これに伴う一時的
な収入分が減少するも、この影響を除けば前年同期比＋11.4％

¸ 下期以降はデマンドレスポンス（DR）やNILM Lite等の伸長により再び拡大を目指す

͍ ARR(AnnualRecurringRevenue)ʿ ῎πˮ ⱳὊ ʺρᾦωϦ˯׃ ἣϤ ΰ ϣϦϥ ʾ׃ χάρϬΜΜʺᶆṍ χ χ͒ΤὮḧχMRR( ͎)χ ỡ Ϭ12 ΰο▄ ΰοΣϤϘβʻ
͎ MRR(MonthlyRecurringRevenue) ʿ ῎πˮὮⱳὊ ʺρᾦωϦ˯׃ ὮἣϤ ΰ ϣϦϥ ʾ׃ χάρϬΜΜʺ Ͻи˔ФπψʺˮФжАЕТ϶˔ЭʾϯФзזּ ằ˯τỸ ήϦϥ ʾ׃ τᴥΠʺ
ˮζχ ˯τỸ ήϦϥ ʾ׃ χΞκʺἣϤ ΰ ϣϦϥ ʾ׃ ϜḯϭπΣϤϘβʻ

A R R◌ ṍ ӱ
( ӡʿ ד )
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2024/12期
実績

2025/12期
予想

増減額 増減率

売上高 982 1,325～1,747 ＋343～＋764 ＋34.9％～＋77.9％

営業利益 49 100～282 ＋50～＋232 ＋102.0％～＋469.6％

経常利益 55 125～307 ＋70～＋252 ＋128.1％～＋458.1％

当期純利益 56 115～285 ＋58～＋229 ＋104.1％～＋405.6％

ˢ ӡʿ ˣד

¸ 既存サービスは引き続きハウスメーカー、住宅設備商社等への販売で積み上げ

¸ 既存サービスの顧客の要望に基づく機能追加等の受託開発に加え、 2024年12月期から継続する次世代スマートメーター関連やその他
の受託開発の受注増を見込むが、一部は納品時期が来期以降にずれ込む可能性あり

¸ 法人向けサービスの立ち上げや小売電気事業者向けサービス（デマンドレスポンス（ DR）、NILM Li te）の拡大に注力し、受注タイ
ミングにより今期～来期にかけての業績寄与を見込む

˻йрЅᵫꜘχ ẉό Ⱳṍχ τνΜο˼

Å ῢ᾽ẁτΣΪϥ ЈрЂ˔χ ϷЧй˔ЄдрϬḯϚỘ ФкЈІχᾋ ΰτ Ξ ẉ
σֲốτϢϤʺ ᵺ᾽ẁτΣΪϥ ЈрЂ˔χ ṛ τνΜοψʺԁⱲ σ Υ“ϩϦο
ΣϤʺάχ τḩβϥ₈ῇχἇ σᾋ ΰτνΜοψʺᾝⱲ τΣΜοᶎ βϥάρΥ₉
σ ệτΚϥθϛʺ ԍϬ τ ֳβϥθϛʺ2025 12Ὦṍχᴞṍτ Υḁ βϥ
Ͼ˔ІϬйрЅχ ᾢ ρΰʺ2025 12Ὦṍ τ Υḁ ΰσΜϾ˔ІϬйрЅχᴞᾢ ρ
βϥйрЅἹ꜠τϢϥ ṍỘ ᵫꜘϬ⅜ ʻ

Å₮Ṝχ Τϣʺ ЈрЂ˔χ ὓᵊτνΜοψʺⱧỘᶈ χᾋ ΰϬ τᾋ
ϜμοΜϥάρẉόⱳ ІЫ˔ЕЮ˔Ќ˔ḩ χ ᵫ Υ ͐◌ ṍˢ10Ὦ˙12
ὮˣτΰΪοᴥ βϥάρΤϣʺ ṍψ σ ϬӲⱱΰννʺᴞṍʺ τ ͐◌
ṍˢ10Ὦ˙12ὮˣτΤΪοʺ Ͻи˔Фχזּ ‰Υ βϥρᾋ₅Ϛʻ

2 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期 業 績 予 想

大口顧客の調整完了時期が見通せず、レンジ形式の通期業績予想は据え置き

2025年12月期 業績予想（変更なし）
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2 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期  業 績 予 想

現時点でも正確な通期の見通しが難しく、レンジ表記の業績予想を据え置き

⇒11月の3Q決算発表時をめどに、中期経営計画とあわせて単数値業績予想を開示へ

通期業績予想の精査後、 3Q決算発表時をめどに

中期経営計画とあわせて、単数値業績予想を公表予定

2Q累計期間においては、受託開発が若干下振れ

大口顧客の調整は未定

2025 12Ὦṍ ‰ṍ ὓᵊ

4Q

レンジ下限
1,325百万円

要調整額
422百万円

レンジ上限
1,747百万円
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150万台

東 京 電 力 管 轄 エ リ ア で 、

2 0 2 6 年 に 次 世 代 ス マ ー ト メ ー タ ー が

設 置 さ れ る 台 数 同 等 と 推 定

ṛ Ṍ

3 .  成 長 戦 略  ｜  次 世 代 ス マ ー ト メ ー タ ー 設 置 ペ ー ス 予 測

̞ 20212Ὦ1  ⱢᾛϵКиϻ˔  ˮⱳ ІЫ˔ЕЮ˔Ќ˔χ  ▫ χᾁ ệτνΜο˯7 χД˔ЌΤϣϽжТϬ⌠

ˢ Ằ Ḛᶭˣ

次世代スマートメーター

2031年までの設置予測台数

2,900万台
計 量 法 に よ り 、 各 家 庭 に 設 置 さ れ て い る

電 力 メ ー タ ー は 設 置 後 1 0 年 で 交 換 さ れ る

1 0 年 前 に 設 置 さ れ た 台 数 が 2 0 2 6 年

以 降 に 次 世 代 ス マ ー ト メ ー タ ー に

交 換 さ れ る と み ら れ る

次世代スマートメーターの運用・管理規模は計画的に拡大

次世代スマートメーターは関東だけでも平均400万台/年以上のペースで設置

ˢ2025 ) (2026 )  (2027 )  (2028 )   (2029 ) (2030 )  (2031 )



14Ø Informetis Co., Ltd. All Rights Reserved. 

導入しやすい価格設定により、

自治体単位や電力会社単位でのサービス加入を見込む

¸ 65歳以上の高齢者世帯数 (2030年 )：約1,500万世帯※2

¸自治体単位での導入により、

全国の10%の高齢化世帯をカバーすることを目指す

3 .  成 長 戦 略  ｜  標 準 電 力 ス マ ー ト メ ー タ ー の デ ー タ 活 用 に 圧 倒 的 優 位 な ポ ジ シ ョ ン 確 立

次世代スマートメーターで測定したデータを活用することにより
専用電力センサー設置が不要となり、スタンダードサービス対象も拡大加速  

家庭向けアプリ提供サービス

スマート・リビング

省エネ支援・電気見える化

AI  + IoT  住宅

高齢者見守り etc .  

̞2ʿ ⁯ ῖ Ɫ ϢϤ h t tp s : / /www.m l i t . g o . j p /p o l i c y / s h in g i k a i / co n ten t / 0 01 3 29 4 64 .p d f

利 用 単 価は、

～ 1 0 0 円/ 世帯/月程度を見込む

約2,900万口

東 電 パ ワ ー グリッ ド ( 株 )管 轄の契 約口数

╥―  | Д˔ЌḚ Ẹᵓ ằχД˔Ќ Ỳʿ
זּ ϓ \92¤1 0 Ὦ˗ד9 ˢ 3 0 τ 1ᵕχ χД˔Ќˣ

N I L Mデータ（家電別稼働データ・ライフ分析・ 在 宅 推 定/ 活動レベル）などの
リ ア ル タイムデータを他社に提供

プラットフォームの提供サービス
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市場規模が15年で

約6倍

市場規模が15年で

約4.5倍

GX推進（国策）の追い風もあり、急速な成長が予想される領域で事業を展開

2 0 3 5 年 度 （ 予 測 ）

市場規模：713億円

市場規模が15年で

約9倍
2 0 2 1 年 度 （ 見 込 み ）

市 場 規 模 ：125億円

※ 2

̞2ʿ ●ὊↄˮϵКиϻ˔ДЅЌиРЅКІ / D X ◕ χᾝ
ρ  2 0 2 2˯χ ʾ ằ ӽ ϢϤ

2 0 2 1 年 度 （ 見 込 み ）

市場規模：277億円

̞1

̞1ʿ ●ὊↄˮϵКиϻ˔ДЅЌиРЅКІ / D X ◕ χᾝ
ρ  2 0 2 2˯χ Ί  a s  a  S e r v i c e  χ
◕ ṛ ϢϤ

3 .  成 長 戦 略  ｜  事 業 展 開

電力の需給調整太陽光発電システム エネルギー利用領域

χꜛ ᴟτϢϤ
ᵓּזρ

ṓⱧỘּיΥ ˑτ

電力会社の多様化

 

יּ Τϣχ
ằẚϜΚϤ

消費と供給が混在

™ ᴦ ϵКиϻ˔
χ ψṓ Ὧ
τ₮֒ήϦϥ

再エネの増加

̞3ʿ ●ὊↄˮϵКиϻ˔ДЅЌиРЅКІ / D X ◕ χᾝ
ρ  2 0 2 2˯χϵКиϻ˔ ӽρ

 a s  a  S e r v i c eχ◕ ṛ ϢϤ

2 0 3 5 年 度 （ 予 測 ）

市場規模：615億円

2 0 3 5 年 度 （ 予 測 ）

市場規模：2,553億円

電力の需給バランスが複雑化

需給調整の支援が必要になり 市場規模が拡大

2 0 2 1 年 度

市 場 規 模 ：135億円

※ 3

ienowa/enenowa σς

BridgeLab DRσς

Ω Ὲσς

家 庭 や 事 業 所 で の 省 エ ネ サ ー ビ ス 、消 費

電 力 を 活 用 し た サ ー ビ ス 、蓄 電 池 制 御

サ ー ビ スなど

（ 蓄 電 サ ー ビ ス 含 む ）
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取 得 困 難 な 学 習 デ ー タ を 、 強 力 な ア ラ イ ア ン ス 先 と の

実 証 実 験 や 共 同 事 業 な ど か ら 大 量 に 取 得

国内外で特許取得済みの当社コア技術と膨大な学習データによるAI分析・予測技術

発電・需要予測

活動分析

家電動作状況予測

蓄電池など

機器最適化制御

分析・予測
業界を牽引する当社コア技術

機 器 分 離 推 定技術 [ N I L M ※ ]

ˢДϰІϯϽзϿ˔ЄдрṪ ˣ

機器分離推定技術  (N I LM)

AI 最適化技術

膨大なデータをインプット

した機械学習予測

̞ Non- I n t r u s i v e  L o a d  M o n i t o r i n g Ẩ︡ ↄϙ

主幹電力波形のみからAIが電力内訳を推定

測定した電力波形 組み合わせ波形推定家電分離アルゴリズム

SONYからカーブアウト時に特許譲受

3 .  成 長 戦 略  ｜  世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 電 力 A I 技 術 （ ソ ニ ー 発 ）

A I

膨大な量の良質なデータ
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3 .  成 長 戦 略  ｜  ア ラ イ ア ン ス 戦 略

電力データ分析による節電アドバイス、デマンドの監視・コントロール、

変動電力料金等を組み合わせ、電力料金削減と脱炭素化に貢献

法人分野でのアライアンスによる事業拡大

ESG経営コンサルティング

環境配慮

ESGὊְʺ
ϵК  etc.

コストアップ

ϵКиϻ˔ʺ
Ὧ ʺ
∙  etc.

消費者ニーズ
多様化

グローバル化

企業を取り巻く
環境変化

当社

Å節電コンサルティング

Å電力供給切替

Åデマンドコントロール

電力データ

分析結果

株式会社フォーバル及び株式会社フォーバルテレコムとの協業により、

中小規模のオフィス（約46,000社）、飲食店等（約30,000店）への導入を目指す

企業・飲食店等

フォーバルグループ

電力データ
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データ制御

小売電気事業者及び、

電力取引システム (TISインテックグループなど )との協業

3 .  成 長 戦 略  ｜  旧 一 電 と の 取 り 組 み

系統システム・プロバイダーとも協業し、

様々な遠隔AI制御機能を実現させていく

電力会社とのアライアンスにより、

当社のエネルギーマネジメント(AI＋アプリ)を普及させていく

エコキュートのAI制御＋アプリ

ϵКϬΰσΥϣΣ ϬϩΤβ

消費電力データ

S m a r t  S e n s o r

旧一電（旧一般電気電事業者）との取り組み

商品化が予定されているサービス
当社サービスが導入予定の

Project

気象データなど

エネルギー

マネジメント

は当社が受注

新しいまちづくりProject

2つのAI技術で「サステナブル・ライフ」の運営 &実践支援

A I 最 適 制 御 で

エリア全体のエネマネ運営支援

A I 電 力 情 報 で

利用者間の

電力融通実践支援

M A L L
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1 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期  決 算 概 況

2 . 2 0 2 5 年 1 2 月 期  業 績 予 想

3 . 成 長 戦 略

Appendix
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A p p e n d i x  ｜  M i s s i o n

太陽光発電
（ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー ）

IoT住宅
( 電 気 の 見える化、省エネ住宅 )  

V2Hシステム
（ E V か ら家への充電、EV への充電）

スマートシティ

安心して暮らせる街
( 防 犯 ・ 高齢者見守り )

自然災害対策
(災 害 発 生 時 の 停 電 対 策 )

安定した電力供給

脱炭素化社会

不在配達解消
(ド ラ イ バ ー 業 務 軽 減 、 C O 2削 減 )

GX
（グリーン・トランスフォーメーション）

ENERGY × AI × LIFE

エネルギーデータの力で、暮らしの未来を変えていく。

［ エネルギー×AI ］をコア技術に、エネルギー最適化ソリューションを提供することで、

日本、そして世界にカーボンニュートラルを社会実装する。
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会社名  インフォメティス株式会社

所在地 東京都港区芝公園1丁目8番20号

代表取締役社長 只野  太郎

設立 2013年4月8日

海外拠点

Informet is  Europe Ltd.

T he  Future  Bus iness  Centre ,  

King ’ s  Hedges  Ro a d ,  Ca mbr idge ,

CB4  2 HY,  

Un i ted  K ingdom

合弁会社
株式会社エナジーゲートウェイ

東京都港区新橋3丁目1番11号

基本情報

A p p e n d i x  ｜  企 業 プ ロ フ ィ ー ル

ˢ ⁯Ђ˔РІχזּ ˣ

@Cambridge

100%

子会社 持分法適用会社

40%

パートナー

60%

関 連 会 社 構 成
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2017

東京電力パワーグリッド(株)との

合弁会社 (株)エナジーゲートウェ

イを設立

国内にて電力の見える化サービス

「うちワケ®」商用販売開始

2016

2018

2022

2019 2023

2020

ソニー(株)（現ソニー・グルー

プ(株)より知財譲渡を受け事業

カーブアウト

英国Cambridgeに

AIの研究所

（ Informetis  Europe Ltd.)  設立

2013

2014

A p p e n d i x  ｜  沿 革

創業期 投資期 事業/サービス確立期

IoTアプリ「 ienowa」と「hitonowa」

を販売開始

2019

2021

蓄電池メーカー向け

「蓄電池AI最適制御システム」を販売開始

IoTアプリ「econowa（現enenowa）」

を販売開始

小売電気事業者向け「デマンドレスポンス

（DR）支援サービス」のサービス提供開始

英国にてDaik in Europe N.V.とエネルギー

マネジメントサービスを実証開始

クラウド型デマンドレスポンス（DR）支援サービス

「BridgeLAB DR」のサービスサイトをオープン

北海道ガス(株)、四国電力 (株)が「BridgeLAB DR」

を導入、運用開始

アライアンス
体制構築

次世代スマート

メーター※の

普及により

新たなステージへ

ソニー(株)（現ソニー・グループ(株)）より知財譲渡を受け事業カーブアウト

電力データを役立てるサービスを複数リリースし事業基盤を構築。

2023

(一財)日本気象協会の「電力需要予測サービス」と

「BridgeLAB DR」のデータ連携を開始

2024
小売電気事業者向けラフNILMサービス提供開始

社会基盤化への転換期

大和リビング(株)向け IoTサービス開始

̞ ᵓּזτϢμο2 0 2 6 Τϣ ήϦϥʺ ἷχ ỲЮ˔Ќ˔

2024

2025

2025
法人向け事業を推進
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1991年 ソニー(株)（現ソニー・グループ(株)）入社、12年間技術者として商品開発設計に従事後、

ビジネス開発に転身。

2007年 映像システムソリューション関連事業のグローバル事業開発・マーケティングを統括。

2010年 同社内にて環境・エネルギー新規事業創造を日欧米統括して行う事業開発責任者に就任。

全社約60名の部隊と共に欧米での実証等を入口とした事業参入戦略を立案し実行牽引。

2013年 同社の全面的協力を得て技術と事業を継承し、当社設立創業。

A p p e n d i x  ｜  経 営 陣 紹 介

只野 太郎

代表取締役

社長

横溝 大介

取締役

CFO

2006年 SBIベリトランス(株)（現(株)DGフィナンシャルテクノロジー）に入社し

法務、経営管理業務に従事。

法科大学院修了後、スタートアップやベンチャーにおいて

経営企画・管理・IPO部門の要職を歴任。

2014年 サイジニア(株)で取締役CFOに就任し、同社を短期間でマザーズ上場に導く。

2020年6月 当社取締役CFOに就任。資金調達や財務戦略だけでなく事業戦略や法務面でも

専門性を発揮し、テックベンチャーである当社の知財戦略にも貢献。
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(ⱱ ᵓּז )

ハ ウ ス メ ー カ ー

電 力 小 売

医 療 / 介 護 / 自 治 体

住 設 備 商 社

集 合 住 宅 ・
賃 貸 マ ン シ ョ ン・住 居 者

ビル、会社オフィス所有者

戸 建 住 居 者

IoT プラットフォーム・サービス
初 期 費 用

＋
月 額 利 用 料

工 場 所 有 者

初 期 費 用
＋

月 額 利 用 料

センサー納品・

アプリ・

サービス提供

A p p e n d i x  ｜  ビ ジ ネ ス モ デ ル と 商 流

営業／運用 担当 事業者 一般消費者

e t c .  

デマンドレスポンス

(DR)支援サービス

アプリ提供サービス

ṓχᾋΠϥᴟϯФз

A I  +  I o T  ϯФз

‰ ᾋ︢ϤϯФзיּ e t c .  

遠隔制御サービス

A IΩ Ὲ

V 2 H  A IΩ Ὲ

制 御

技術開発 担当

ϱрТ϶ЮГϰІ

ˢЂ˔РІ יּ έρˣ

初期費用（アップフロントフィー）

センサー等 費用導入支援・登録

月額利用料 (アプリ提供フィー)

システム利用料オプション機能

フロー ストック（安定収益）

小売電気事業者やハウスメーカーを介してサービスを提供するBtoBtoCモデル

¥ ¥

センサー料
月額サービス料

センサー納品・

アプリ・

サービス提供

ζχ ʺ ᵫ ʾם τϢϥ ϜΚϤʻ
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A p p e n d i x  ｜  国 内 N o . 1 電 力 会 社 を 含 む 大 手 企 業 と の 強 固 な ア ラ イ ア ン ス

アライアンス体制により、新規サービスの実証実験やサービス導入が可能

秘匿性の高いデータの取得も可能に

国内外のエネルギー関連企業や、各業界を代表する企業との事業・資本提携

ᶴ꜠ᵓּז ⌠

ЍϱϺрῬỘᶴ꜠ᵓּז

ᶴ꜠ᵓּז ͙ͮШ˔иДϰрϽІ

Ӡ ϵКϼІᶴ꜠ᵓּז

ϺаСЌиᶴ꜠ᵓּז

Ằ Ом˔ϽзАЖᶴ꜠ᵓּז

ḩ ᶴ꜠ᵓּז

ᶴ꜠ᵓּזТ϶˔Ни

ᶴ꜠ᵓּזὺ Ṫ ᾆẕ
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電力系統はリアルタイムで需給バランスを保たなければ安定せず、停電等の異常に陥る

自然エネルギー増加や発電分散化、電力取引自由化等により需給バランシングが複雑化する中で、

電力のDXとデータに基づいた需給双方向からのエネルギー最適化が必要

詳細なリアルタイムデータに基づいた高度なエネルギー最適化が必要に

ΊϞ σςχꜛ ϵКиϻ˔Υ

ᴥΰθάρτϢϤʺ Υ ṓτ

₮֒ήϦϥϢΞτσϤʺ ΰτΨΜ

消費のみならず生産もする

ᾭὺ πχ Ί Υ ᴥΰθά

ρτϢϤʺẄ ( יּ Τϣχ

ằẚ )Υ ΰʺ ẚНжрІΥ

╛ᴟ

発 電 会 社

小 売 会 社

送 配 電 会 社

供 給 依 頼

発電量が天気の影響を受ける

χꜛ ᴟτϢϤʺԁּז Υʺ

ᵓּז˗ ᵓּז˗ ᵓּזρ

χᵓּזτ ΤϦθάρτϢϤʺ

χНжрІϬ︡ϥάρΥ ╛ᴟ

火力

増 加

我々が解決を目指すグローバルの「脱炭素化」課題

市 場 調 達

発電方法の変化ᴿ 電力供給体制の変化ᴿ 消費家庭の変化ᴿ

増 加

風力太陽光

1 2 3

一社体制が複数社に

A p p e n d i x  ｜  脱 炭 素 化 の 課 題



27Ø Informetis Co., Ltd. All Rights Reserved. 

見 え る 化 が 不 十 分 一 般 家 庭 で は 導 入 し づ ら いA I 予 想 が 不 十 分

既存の IoTサービスなど 当社サービス

１つのデータベースからの実現により、複数サービスの導入・連携が容易

電力データを利用し、脱炭素貢献と同時に業界を横断する複数サービスを展開

個 別 家 電への機器分離技術、膨大なデータ量を学習させた
デ ー タ マイニングなど、マル チモーダル活用実績

個 別 サ ービスのため、導入時に個別に費用がかかる、

ま た 多 機器でトラブルも多く普及拡大が進まない

サ ー ビ ス間のデータ連携 、複合制御が少なくスマートな

ビ ッ グ データ活用 、A I 活用にまで至らない

蓄電池AI制御スマートホーム DRサービス

]

そ の 他 、サ ー ビ ス

を 展 開 予 定

見 守 り

蓄 電 池 A I 制 御

V 2 Hシ ス テ ム 制 御

防 犯

D R サ ー ビ ス

ス マ ー ト ホ ー ム

蓄電池AI制御スマートホーム DRサービス

シンプル・低コストな IoTホームの基盤

ФжАЕТ϶˔Э

N I L M 技 術クラウド A I

ユ ー ザ ー B

当社プラットフォームひとつで、脱炭素貢献と同時に

 業界を横断する様々なIoTサービスの導入が可能に

複雑で連携のない個別サービス群

ユ ー ザ ー A

ハ ウ ス メ ー カ ー
家 電 メ ー カ ー

蓄 電 池
家 電 メ ー カ ー

電 力 供 給 会 社

A p p e n d i x  ｜  脱 炭 素 化 と 共 に 提 供 す る ス マ ー ト サ ー ビ ス
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デマンドレスポンス(DR)

の導入が加速

760社 以上

14百万円／社※1

¸65歳以上の高齢者世帯数(2030年 )

約1,500万世帯 ※2

¸セコムの「親の見守りプラン」は¥4,600/ 月、

次世代スマートメー タ ー活用で月額を1/10にし、

自治体単位での採用を想定。

¸自治体単位での導入により、全国の10%の高齢

化世帯をカバーすることを目指す。

̞2⁯ ῖ Ɫ ϢϤ
h t tp s : / /www.m l i t . g o . j p /p o l i c y / s h in g i k a i / co n ten t / 0 0 13 29 4 64 .p d f

̞3 Ằ Ом˔ϽзАЖᶴ꜠ᵓּזḚᶭχ 1 8ᾉχ ϢϤ▄

:  ˮ 5 ṁ τṁξΨ ῢʺ ῢ ẉό Ϣ˯Ϥ

╥―  | Д˔ЌḚ Ẹᵓ ằχД˔Ќ Ỳʿ זּ ϓ
 \92¤1 0 ד9 / Ὦ ˢ3 0 τ1ᵕχ χД˔Ќˣ

東京電力パワーグリッド(株 )
管轄の低圧契約口数

約2,900万口 ※3

τψσΜЂ˔РІזּ ằΥ

ᴦ τσϥάρπẍ σἸ Υᾋ₅ϛϥ

導入しやすい価格設定により、

自治体単位や電力会社単位での

サービス加入を見込む

NILMデータ(家電別稼働データ、

ライフ分析、在宅推定/活動レベル)

などのリアルタイムデータを他社に提供

̞1ʿ 2024 10ὮΤϣ2 02 5 3ὮϘπχ6ΤὮḧχDR χMR RΤϣʺ

 12уὮτḊ▄ΰθ χ ỡ

A p p e n d i x  ｜  拡 大 す る サ ー ビ ス 対 象 領 域

次世代スマートメーターの活用により、サービス対象の拡大が加速

電力消費者アプリ提供サービス小売電気事業者向けサービス ミドルデータ提供サービス

スマート・リビング

ϵК◦כʾ ṓᾋΠϥᴟ

A I  +  I o T  

‰ ᾋ︢Ϥיּ e tc .  

国 内 小 売 電 気 事 業 者

年 間 売 上 平 均 （ 当 社 ）

2025 4Ὦ30  ⱢᾛϵКиϻ˔
ᾝ∕ 9 5%ψDRЂ˔РІ

東 京 電 力 パ ワ ー グ リ ッ ド ( 株 ) 管 轄 の 世 帯 の 1 0 % に

デ ー タ を 平 均 1 . 5 社 に 提 供 す る と 仮 定 し た 場 合  

（ 2 9 0 万 × 1 . 5 社 × 10 0円 ／ 月 想 定）
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A p p e n d i x  ｜ 成 長 ポ テ ン シ ャ ル

̞1ʿ ●ὊↄˮϵКиϻ˔ДЅЌиРЅКІ◕ χᾝ ρ 2022˯ϢϤ
̞2ʿ ᶴ꜠ᵓּז ●ϺЮж ᾆʺ2022 Ῥ РЅКІ ₰ϢϤ 2027 χỘ ◕ ΰ τʺ2021 ˙2027 χCAGRρ ԁCAGRπ2030 χ Ϭ▄
̞3ʿ ᶴ꜠ᵓּז ʺ2024 χῲ⁮ ϢϤ

サービス拡大により、アプローチ可能な市場も拡大

約 3,519億円

現在

市場規模(TAM)

イ ン タ ーネット広告市場

約3兆6,517億円※3

( 2 0 2 4 年 時 点 で の 市 場 規 模 )

エ ネ ル ギ ー

デ ジ タ ル ビ ジ ネ ス ／

D X 関 連 市 場 ※ 1

約6,889億円

A I 市 場 (ヘルスケア事業領域 )

約1,336億円 ※ 2

AI市場(社会インフラ事業領域)

約2,359億円 ※ 2

A I 市 場 ( 公 共 / 教 育 事 業 領 域 )

約1,993億円 ※ 2

約4.9兆円

2030年

市場規模(TAM)

エ ネ ル ギ ー

デ ジ タ ル ビ ジ ネ ス ／

D X 関 連 市 場 ※ 1

約3,519億円

当 社 売 上 (2 4 年 度 )

約9.8億円
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ϯФз

人・家庭の動きを推定し、

価値あるデータに加工しサービスを提供

A p p e n d i x  ｜ 事 業 概 要

消費電力、太陽光発電量、気象情報などを IoTプラットフォームに収集しAIで分析

電力を賢く使って生活を便利・安心にするサービスを提供

電気の見える化、家電コントロールアプリ

家 電 の 使 用 状 況 表 示 、 対 応 家 電 の コ ン ト ロ ー ル

蓄 電 池 の 充 放 電 量 、 売 電 電 量

A I（NILM技術）

太陽光発電  蓄電池AI最適制御システム

V2H AI最適制御システム

IoT住宅イメージ図
エ ネ ル ギ ー デ ー タ

気 象 デ ー タ

当社プラットフォーム

蓄 電 池

ソ ー ラ ー パ ネ ル

V 2 H / 電 気 自 動 車

12
3

分電盤に「電力センサー」を取付

エネルギーデータを
IoTプラットフォームに収集

例：電力消費者向け  提供サービス

1

2
3

A I

エネルギーデータ×AI電力消費者向け  提供サービス
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̞ Non- I n t r u s i v e  L o a d  M o n i t o r i n g Ẩ︡ ↄϙˢ χ ʿ ṓṐṀ ότζχ ẉόФкϽжЭˣ

エネルギー・マネジメント

翌 日 の 消費電力と

太 陽 光 発電量を

予 測 し て充電量を制御

AI最適化技術

AI技術を使った様々な

クラウドサービスを提供
主幹電力波形のみからAIが電力内訳を

リアルタイム（即時）推定
機器分離推定技術 [NILM ※]

(ДϰІϯϽзϿ˔ЄдрṪ )

蓄 電 池 A I 最 適 制 御

V 2 H A I 最 適 制 御

デ マ ン ド レ ス ポ ン ス

(DR) 支援

制 御

測定した電力波形 組み合わせ波形推定家電分離アルゴリズム

当社コア技術

A p p e n d i x  ｜  事 業 内 容

エネルギーデータ × AI

消費電力、太陽光発電量、気象情報などを IoTプラットフォームに収集しAIで分析

電力を賢く使って生活を便利・安心にするサービスを提供

スマート・リビング

省 エ ネ 支 援 ・ 電 気 見 え る 化

A I  +  I oT  住 宅

高 齢 者 見 守 り e t c .  

ḧ

太 陽 光 発 電 量

電 力 消 費 量

買 電 量

蓄 電 池 残 量
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A p p e n d i x  ｜  電 力 消 費 者 向 け 商 品 ・ サ ー ビ ス

enenowa（エネノワ）ienowa（イエノワ）

蓄 電 画 面 発 電 画 面 消 費 画 面
電 力 セ ン サ ー と ア プ リ に よ っ て 電 気 の 使 用 状 況 の 見 え る 化 と I o T ホ ー ム 化 を 実 現

機 器 分 離 推 定 技 術 に よ り 、 ス マ ー ト 家 電 に 買 い 替 え る こ と な く 家 電 別 の 電 力 使 用

状 況 を 確 認 す る こ と が 可 能

太 陽 光 発 電 シ ス テ ム と 合 わ せ て 使 う 蓄 電 池 を A I で 最 適 制 御

一 般 的 な 蓄 電 池 の 最 適 制 御 モ ー ド と 比 較 し 、 自 家 消 費 を 約 2 0 % 改 善

̞ Ṫזּ Υ ∏ήϦοΜϥ֭ᾖםỘᶴ꜠ᵓּז  EJ- POWERπχ ›

データ制御

当社プラット
フォーム

蓄電池

ソーラー
パネル

「アイ住マイル」

大和リビング株式会社

「賃貸ZEHマンション」  

導入事例 太 陽 光 発 電 や 家 庭 用 蓄 電 池 、 E V （ 電 気 自 動 車 ） な ど に よ り 複 雑 化 し た

家 庭 内 の 電 力 の 流 れ を わ か り や す く 表 示

AI ＋  IoT 住宅サービス 蓄電池AI最適制御サービス

「 IoT D-room」
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ꜛ ᴟτϢϤ ⱧỘּיΥ ᴥΰθάρʺ

ẉό Ί χ Υ ᴥΰθάρτϢϤ

ẚ Υ ╛ᴟ

現状の課題

A p p e n d i x  ｜ 事 業 概 要

法人 (工場など )
・

個人

電力抑制依頼

節電協力

インセンティブ

A I で 分 析 し

電 力 ひ っ迫を予測 
電力事業者 電力消費者

電 力

AIにより支援
デマンドレスポンス（DR）サービスなど

電力の消費パターンや気象データ等から電力需給をAIで分析し、需給バランス調整を支援

電力系統の需給バランス

エネルギーデータ × AI電力事業者向け 提供サービス
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導入事例導入事例

A p p e n d i x  ｜  電 力 事 業 者 向 け 商 品 ・ サ ー ビ ス

ϱ˔йАϼІᶴ꜠ᵓּז
家電別の電力使用状況  見える化サービス

「テラりんアイ(AI)」

デマンドレスポンス（DR）支援サービス 簡易電力使用状況見える化サービス

BridgeLAB DR

使 用 抑 制 だ け で は な い 電 気 の 需 要 の 最 適 化 を 目 指 し た D R を 提 供 し 、 小 売 電 気

事 業 者 の 収 益 、 業 務 改 善 に 貢 献

既 存 の ス マ ー ト メ ー タ ー か ら 取 得 で き る 3 0 分 単 位 の 電 力 量 値 を 使 っ て 、 家 庭 内 の

電 力 使 用 の 内 訳 を 簡 易 分 析

専 用 セ ン サ ー の 設 置 が 不 要 な た め 、 初 期 費 用 を 抑 え た サ ー ビ ス の 提 供 が 可 能 に
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欧州ではヒートポンプ市場が急拡大

英国では特に急伸予測

UK Heat Pump Market（年間設置予測台数）

( ӡ :  )

約60万台/年

約20万台/年

( ӡ: ד)

環境対策への意識が高い欧州で起きている

ヒートポンプへのシフト

欧州でのアライアンスにより事業拡大

A p p e n d i x  ｜  全 世 界 で 拡 大 す る エ ネ ル ギ ー デ ジ タ ル 市 場 で 欧 州 で も 新 サ ー ビ ス で 先 行

ヒートポンプ各社との協業

予測

脱 炭 素 関 連 の 規 制 等 に よ り 、

環 境 へ の 負 担 が 少 な い ヒ ー ト ポ ン プ が 急 増

2019̇2022χ ḧ ˢם ˣʿ
National Audit O cesֽ ⁯ᵓὓᾁ₰ԚˣФй
Ізз˔ІˮLow heat pump uptake slowing 
progress on decarbonising home heating˯
ˢDate: 18 Mar 2024xτ χйЪ˔Еʺ
ˮDecarbonising home heating˯P40 Figure 
6s Annual UK heat pump sales (2018 to 
2022) compared to the 2028 heat pump 
installation targetˣϢϤ

2023̇ ḧ ˢᾋ₅ˣʿ2019̇
2022χ ḧ ˢם ˣẉόNational
AuditO cesֽ ⁯ᵓὓᾁ₰ԚˣФйІзз˔
ІˮLowheatpumpuptakeslowingprogress
ondecarbonisinghomeheating˯ˢDate:18
Mar2024xṜ∏χ2028χ ᾋ₅ϙ ϬϜ
ρτΰθ ּז ὓ

̞1ʿ П˔ЕЪрФρψʺ ṓẚ ṀπΚϤʺֽ⁯πψ χ︠ ᾛπϜΚϤʺ2025
Τϣ ᾭπχϹІЩϱж˔ΥỨ♁ήϦϥσςʺ ᴟΥẍᴥ ΰοΜϥ

燃 料

環境への負担

シフト

大 小

ガスボイラー

ガ ス

ヒートポンプ

電 気

̞1



36Ø Informetis Co., Ltd. All Rights Reserved. 

1,200万人以上（人口の18%~）が65歳超

その４人に１人が一人暮らし

社会福祉士の不足により1万人以上の健康な高

齢者が病院に閉じ込められている

Data source : The National Care Forum (NCF) research, Age UK, BMC Geriatrics, Carers UK

UKにおけるネット記事より

BT Group :  英国における最大手の固定電話事業者及びインターネット・プロバイダー

A p p e n d i x  ｜  全 世 界 で 拡 大 す る エ ネ ル ギ ー デ ジ タ ル 市 場 で 欧 州 で も 新 サ ー ビ ス で 先 行

電力データをAIが分析し、家電の動作状況をリアルタイムで把握

英国においても、高齢の一人暮らしの増加

とソーシャルワーカー不足は国内同様
高齢者の一人暮らしを「見守る」サービスの

実証実験を開始

家 電 の 利用状況から日々の暮らしに対しての変化があった場合に警告を通知

ラ イ フ スタイルの変化を捉え軽度認知障害の兆候も通知

British Telecom（現BT Group）と協業し、見守りサービスの実証実験を開始

S m a r t  S e n s o r

Measure
d

from 
here

Fuse
Box

A I

＝

＝

＝
ϱϻзІ ψITϬᶨ ΰθᾋ︢ϤṪ Ϭ◦כʿ

ϱрϽжрЖᶆ χᵒῐ☼ π“ϩϦθITᾋ︢Ϥם τϢϤʺ

ӽχⱧᾮΥ66%ᾚ ΰʺẎẍּכχ Υ97%ᾚ ΰθʻ
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次世代スマートメーター導入後に向けた活動

A p p e n d i x  ｜ 次 世 代 ス マ ー ト メ ー タ ー 導 入 後 に 向 け た 活 動

NI LM データと世帯タイプの相関性分析
から新サービスやマーケティング活用

保険会社との新サービス開発

カーボンニュートラルと同時に、
電気火災リスク低減

防災貢献実証

（ 東 京 都 な ど ）

保険会社プロジェクト

ライフ分析

（ 博 報 堂 Ｄ Ｙ 等 ）

プロジェクト

2 0 2 5 年
~ 2 0 2 6 年

数万件

数万件

NI LM データから認知機能低下を予測し、
認知症早期発見を促進

自治体ヘルスケア

（ 中 野 区 、 青 森 市 、 延 岡 市 ）
数万～数十万件

NILMデータから生活リズムを分析・
スコア化し、未病に向けた行動変容を促進

ライフスタイルスコア

（ 北 海 道 沼 田 町 / M B T リ ン ク ）
数千～数万件

数十万～数百万件

2 0 2 5 年
~ 2 0 2 6 年

2 0 2 5 年
~ 2 0 2 6 年

2 0 2 6 年
~ 2 0 2 7 年

サービス内容 収益規模
企画/
準備

実証 契約
プリ

サービス
リリース

予定

2 0 2 5 年
~ 2 0 2 6 年

NI LM データから在宅率推定を行い、
配達効率化不在配達低減 数十万～数百万件

2 0 2 6 年
~ 2 0 2 7 年

実証結果を踏まえ、次世代スマートメーター導入下におけるサービス提供に向けた検証中
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エネルギーデータの 力で、暮らしの未来を変えていくサービスを 展開

次 世 代 ス マ ー ト メ ー タ ー の 普 及 に よ り 、

何千万世帯ものデータの収集が可能に

データ

5千万世帯以上の膨大データ

膨 大 な デ ー タ を 機 械 学 習 さ せ 、 AI を 更 に

進化させ、新たな価値を創出しつづける

A I

技術力・AI進化

現在の協業体制をさらに強固なものにすると同時

に、電力データを活用できていない業界・業種へ

アプローチし、アライアンス体制を構築していく

アライアンス

アライアンス体制・強化

不在配送解消
総合暮らし利便

スマート・リビング

多領域に展開

現在

AI蓄電池制御
エネルギー

マネジメント
電気の見える化

DR支援

AI  V2H制御
見守り

エコキュート
制御空調制御

認知症検知

A p p e n d i x  ｜  中 長 期 M i s s i o n

ミッション

［ エネルギー×AI ］をコア技術に、エネルギー最適化ソリューションを提供することで、

日本、そして世界にカーボンニュートラルを社会実装する
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Å Ɫ τḯϘϦϥ χᾋ ΰτḩβϥṜ ψʺ χזּ ẉόᴠ ότ ⧵Υᾝזּ ᴦ σ

τṁξΨϜχπβʻάϦϣχṜ ψ ˑσзІϼϞ ᶎ τ₮֒ήϦʺם∑χỘ ψ

τḩβϥṜ τ ꜘϘθψ ꜘήϦθ ρψ τӰσϥ ›ΥΚϤϘβʻ

Å Ϙθʺ Ɫ τψʺ χẵזּ ḕẽʺỘᵦχЕйрЖϞԁ σּזᵓ  χ ᴟτḩβϥ χ

ӟᵰτḩβϥזּ ΥḯϘϦοΜϘβʻ ψʺάϦϣχזּ χ ᶎ ʺ› ẉό τ

νΜο ꜛχᾁ Ϭ“μοΣϣγʺΜΤσϥ ᵺ τνΜοάϦϬ βϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

A p p e n d i x  ｜  本 資 料 の 取 り 扱 い に つ い て
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